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ム （SharedWaterCourseSystem ）」 に関する議定書が調印されている。 また、電力エネルギーの有
効利用を目途 とした「南部 アフリカ・パワー・プ ール」に関する覚え書 きもザイール（現コンゴ民
主共和国） を併合しながら調印されている。1996
年には、レソト王国の首都マセルにて開催されたSADC 首脳会議にて「貿易 」「エネルギ ー」
「運輸・通信・気象観測」並びに「麻薬密輸取締まり」 に関しての四つの議定書が調印 されている。
追って、1997 年9 月のマラウイのプランタイヤでの首脳会議にて「鉱業」 と「教育・訓練」に関す
る議定書 も調印されている。1996
年8 月マセルにて調印されている「SADC 貿易議定書（SADCProtocolonTrade ）」は、南
部アフリカ全域を「自由貿易圏（FreeTradeArea:FTA ）」とするとの構想を持ってお り、8 年間










に設置されてい るSADC 事務局 （SADCSecretariat ）、並びに、タンザニア国所管のSADC 産業・
貿易部門調整機関（SADCIndustryandTradeCoordinationDivision:SITCD ）としては、加盟

























































































































































（4） 南部アフリカ地域の経済統合、産業・貿易振興 に向 けて
「SADC 貿易議定書」によって8 年間とのタイム・スパンをおいての南部アフリカ地域自由貿易圏
（SADCFreeTradeArea:FTA ）の創出は、南部アフリカ地域に多大な影響 をもたらす ものと思
われる。 南部アフリカ諸国間の相互貿易の拡大は、当然、域内の投資活動 にも大 きなインパクト を
与 えるものと考えられる。
しかしながら、南部アフリカ諸国が抱える民間投資の受入れに係わる諸問題からも、SADC 機構
が目指す域内貿易の自由化 とい う開発アプローチが、内外 よりの民間投資の拡大 を引 き出す とのシ
ナリオはあ まり期待出来得ない。SADC
が想定する域内貿易の自由化 とは、加盟各国の産業構造 とその保護策 とに相 まって、一部




南部アフリカ諸国に よるヨーロッパ（EU ）諸国向けの輸出は、ロメ協定によっての優遇措置 を亮
受し ているものの、WTO/ ポスト・ウルグアイ・ラウンドによる世界貿易構造の変革による関税およ
び非関税障害の低減措置による短期的なマイナスの影響は避けることは出来ない。一方、WTO 特恵
措置の対象とされるSADC 側 のEU 向けの輸出品目 は限定されていること、また、新たな輸出市場
の開拓 もあまり期待出来ないことなどから、SADC 諸国の貿易構造には大きな影響はない とする見
解もある。
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南部アフリカ地域における経済大国としての南アフリカがSADC 自由貿易地域を独占するとのSADC
各国の危惧も否定は出来ない。
貿易自由化政策の完全実施、SADC ・自由貿易圏の設置は、過渡的には投資の増大を導くものとも
判断されるが、SADC 加盟各国の歩調も決して同じものとは受け取れないままに、SADC が目指す
地域貿易自由化の前方に横たわる数々の開発課題には、EU 、米国、日本などの先進諸国、世界銀行、
アフリカ開発銀行などの国際機関よりの支援をも受け入れながら、挑戦していくこととなるが、SADC
機構としての域内経済統合に向けての諸般の施策の実施状況を注意深く見守って行くべき
と思慮される。
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ThemembercountriesoftheSouthernAfricanDevelopmentCommunity
(SADC)singed,inAugust1996,aSADCProtocolonTrade,whichenvisages
establishing,withatime-spanof8years,aSouthernAfricanFreeTradeArea
(FTA) 。ThedemocratisationandpoliticalstabilisationintheSouthAfrica,Mozambi-queandAngolahadlongbeendifficultissuesintheSouthernAfricanscenario.Inorderfo
「theSouthernAfricatoachievelastingstabilityandpeace,itisessentialthatthenationspursueandachievesoundeconomicdevelopment.InthisregardHRDandtheprovisionofaneffectiveinfrastructureareprimeimportance.Inadditiontothis,itisnecessary,ashaslongbeendiscussed,totakepromptactionstowardsthestrengtheningofregionaleconomicintegrationthroughtheabolitionoftradebarriersinacceleratedpeaceandbyofferingattractiveincentivestopotentialinvestors.Thispapers.basedonthepracticalone-yearassignmenttotheSADCSecretar-iatinGaborone,Botswana,asanJICAAdviserfortheregionaldevelopmentplanning,considersproblemsandprospectsfortheeconomicintegrationintheSouthernAfricanregion,envisagedthroughthenewestablishmentoftheSADC
－FTA.
